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IQMの導入時の測定の手順
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Restricted Information and Basic Personal Data

• 本ドキュメントはIQMの導入に際して、必要な以下の測定の手順について説明した資料です。

1. DOCF: Dose Output Correction Factor

2. High resolution QA Field

3. AOF: Area-output factor

本資料の目的
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•概要

• DOCF: Dose Output Correction Factorとは、リニアック出力の日々の変動を考慮するために測定値に適用

される補正係数です。 

• この測定ではIQMのシグナルと絶対線量を紐づけるために、基準となるDOCFを測定します。

•内容：

A) 水中における絶対線量（ MU校正時と同じ条件）を測定します。 

B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

DOCF: Dose Output Correction Factor
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A)と B)はかならず同日に測定してください！
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• A)水中における絶対線量（ MU校正時と同じ条件）を測定します。

1. 線量校正時と同じ条件における水中の100MU当たりの絶対線量（照射野サイズ: 10 cm x 10 cm）

✓ IQMをリニアックから取り外して測定します。

✓ 基準深（線量最⼤深）の100MUあたりの線量を下記のExcelに記録してください。

＊ご施設でリニアックの線量校正を実施後、測定してください。＊

DOCF: Dose Output Correction Factor
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記入してください。
IQM測定チェックシート
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• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ IQMのワークステーションを立ち上げ、ログインします。

＊不明な場合は担当にエンジニアにご連絡ください。

✓ IQM検出器の電源をONにして、リニアックに取り付けてください。

DOCF: Dose Output Correction Factor
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Windows ログイン画面
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• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ 後方散乱の影響を避けるため、カウチを一番後ろまで引き、カウチの上に何も乗せないでください。

✓ ガントリー、コリメータが0度であることを確認してください

✓ ウォームアップのため、使用するエネルギー毎に500MUを照射してください

• リニアックとIQMの両方をウォームアップする目的です。

DOCF: Dose Output Correction Factor
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• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

2. 基準条件におけるIQMのシグナル値の測定

✓ IQMワークステーションのデスクトップにある下記アイコンをクリックして、

IQM Monitor Applicationを立ち上げてください。

DOCF: Dose Output Correction Factor
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IQM Monitor 

Application
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• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

2. 基準条件におけるIQMのシグナル値の測定

✓ 起動時に、IQMデータベースへの接続が確立されます。

DOCF: Dose Output Correction Factor
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• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

2. 基準条件におけるIQMのシグナル値の測定

✓ データベース接続に成功したら、‘Start Test of Alarm Function’ ボタンをクリックし、表示される指示

に従ってクリニカルアラームテストを完了します。 

DOCF: Dose Output Correction Factor

DID number here 9



Restricted Information and Basic Personal Data

• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

2. 基準条件におけるIQMのシグナル値の測定

✓ IQM Detector と治療機へのネットワーク接続が自動的に確立されます。

✓ IQM Monitor アプリケーションの表示で、ステータスインジケータに黄色またはオレンジ色に

ハイライトされた項目がないことを確認します。

✓ 右図のように、ステータスが色で強調表示されていない場合、すべての接続は準備 完了です。

DOCF: Dose Output Correction Factor
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ステータスインジケータIQM Monitor Application
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• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

2. 基準条件におけるIQMのシグナル値の測定

✓ Integrityのサービスモードにログインし、Quick beamにて200MU, 照射野サイズ:20x20cm を

照射する準備をしてください。

✓ ガントリー、コリメータが0度であることを確認してください。

✓ IQM Monitor Applicationにて、右図のように、

Field ID: Quick Beamが表示されていることを

確認してください。

✓ 測定をエネルギー毎に３回繰り返してください。

DOCF: Dose Output Correction Factor
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Field ID: Quick Beamが表示される
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• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

3. 測定結果の確認

✓ 測定されたIQMのシグナル値は以下の.csvファイルを確認してください。

ファイルパス：C:¥IQM_Data¥Logs¥IQM.Monitor.MacineName.DetectorSN.YYYYMMDD

DOCF: Dose Output Correction Factor
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6MVの測定結果

10MVの測定結果

6FFFの測定結果

測定条件:
200MU, 20x20

*測定日毎に上記csvファイルが作成されます。
*MacineNameとDetectorSNは施設毎に異なります。

例： IQM.Monitor.Versa.999999.20240101

Machine name

Detector SN

測定日

例：
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• B) 基準条件におけるIQMのシグナル値を測定します。

3. 測定結果の確認

✓ Csvファイルに記録されたIQMのシグナル値を下記のExcelに記録してください。

DOCF: Dose Output Correction Factor
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記入してください。

IQM測定チェックシート
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•概要

• JawおよびMLCによって成形された一連の正方形および長方形照射野のIQM検出器の測定値を取得します。

• Static IMRTとDynamic IMRTのそれぞれを測定する必要があります。

＊ただし、臨床で使用しない照射方法については測定不要です。

•内容：

• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

AOF: Area-output factor
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ IQMのワークステーションを立ち上げ、ログインしてください。

＊ユーザ名/パスワードが不明な場合は担当にエンジニアにご連絡ください。

✓ IQM検出器の電源をONにして、リニアックに取り付けてください。

AOF: Area-output factor

DID number here 15

Windows ログイン画面
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ 後方散乱の影響を避けるため、カウチを一番後ろまで引き、カウチの上に何も乗せないでください。

✓ ガントリー、コリメータが0度であることを確認してください

✓ ウォームアップのため、使用するエネルギー毎に500MUを照射してください

• リニアックとIQMの両方をウォームアップする目的です。

AOF: Area-output factor

DID number here 16



Restricted Information and Basic Personal Data

• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ IQMワークステーションのデスクトップにある下記アイコンをクリックして、

IQM Monitor Applicationを立ち上げてください。

AOF: Area-output factor

DID number here 17

IQM Monitor 

Application
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ 起動時に、IQMデータベースへの接続が確立されます。

AOF: Area-output factor

DID number here 18
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ データベース接続に成功したら、‘Start Test of Alarm Function’ ボタンをクリックし、表示される指示

に従ってクリニカルアラームテストを完了します。 

AOF: Area-output factor

DID number here 19
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ IQM Detector と治療機へのネットワーク接続が自動的に確立されます。

✓ IQM Monitor アプリケーションの表示で、ステータスインジケータに黄色またはオレンジ色に

ハイライトされた項目がないことを確認します。

✓ 右図のように、ステータスが色で強調表示されていない場合、すべての接続は準備 完了です。

AOF: Area-output factor

DID number here

ステータスインジケータIQM Monitor Application
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

2. AOF測定用プランの確認

✓ MOSAIQに下記のPatientが登録済みです。

ID: 07IQM 患者名（姓,名）：07IQM, Measurement

✓ 使用するFieldは右表の通りです。

AOF: Area-output factor

DID number here 21

Field ID, MU Field ID、MU

AOF1, Y=05, 500MU

AOF2, Y=075, 350MU

AOF3, Y=1, 550MU

AOF4, Y=2, 450MU

AOF5, Y=3, 650MU

AOF6, Y=4, 650MU

AOF7, Y=5, 750MU

AOF8 Y=6, 850MU

AOF9 Y=8, 900MU

AOF10 Y=10, 900MU

AOF11 Y=12, 900MU

AOF12 Y=15, 900MU

AOF13 Y=20, 900MU

AOF14 Y=25, 650MU

AOF15 Y=30, 700MU

Y=35, 550MU

Y=40, 650MU

Dynamic AOF Static AOF
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

3. AOF用プランの測定

✓ 測定する順番は右のExcel*に従ってください。

① ↓の順番で測定してください。

AOFの測定の前後に必ずQuick beamにて,

20x20,200MUを測定してください。

＊測定の前後で、出力変動を定量化するためです。

AOF: Area-output factor

DID number here

Field IDにQuick Beamが表示される

＊ガントリー、コリメータが0度であることを確認してください。
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

3. AOF用プランの測定

✓ 測定する順番は右のExcel*に従ってください。

① ↓の順番で測定してください。

MOSAIQからFieldを選択し、AOF1からの順番に

照射してください

AOF: Area-output factor

DID number here

Field IDにAOF#が表示される

＊ガントリー、コリメータが0度であることを確認してください。
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• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

3. AOF用プランの測定

✓ 測定する順番は右のExcel*に従ってください。

② ①の測定を同じエネルギーで続けて3回繰り返してください。

AOF: Area-output factor

DID number here

1
回
目

２
回
目

3
回
目

IQM測定チェックシート

*測定時刻を記録し、チェックシートとしてご使用ください。



Restricted Information and Basic Personal Data

• MOSAIQからAOF測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

4. 測定結果の確認

✓ 測定されたIQMのシグナル値が以下の.csvファイルに記録されます。

ファイルパス*：C:¥IQM_Data¥Logs¥IQM.Monitor.MacineName.DetectorSN.YYYYMMDD

✓ 測定データが記録されていることを確認し、上記ファイルをご提出ください。

AOF: Area-output factor

DID number here

*測定日毎に上記csvファイルが作成されます。
*MacineNameとDetectorSNは施設毎に異なります。

例： IQM.Monitor.Versa.999999.20240101

Machine name

Detector SN

測定日
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•概要

• 複数の軸外位置にあるセグメントを使用して、IQM を装着した状態のフルエンスを評価します。

•内容：

• MOSAIQからHigh resolution QA Field測定用プランをクリニカルモードで照射し、IQMで測定します。

High resolution QA Field

DID number here 26
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ IQMのワークステーションを立ち上げ、ログインしてください。

＊ユーザ名/パスワードが不明な場合は担当にエンジニアにご連絡ください。

✓ IQM検出器の電源をONにして、リニアックに取り付けてください。

High resolution QA Field

DID number here 27

Windows ログイン画面
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ 後方散乱の影響を避けるため、カウチを一番後ろまで引き、カウチの上に何も乗せないでください。

✓ ガントリー、コリメータが0度であることを確認してください

✓ ウォームアップのため、使用するエネルギー毎に500MUを照射してください

• リニアックとIQMの両方をウォームアップする目的です。

High resolution QA Field
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ IQMワークステーションのデスクトップにある下記アイコンをクリックして、

IQM Monitor Applicationを立ち上げてください。

High resolution QA Field

DID number here 29

IQM Monitor 

Application
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ 起動時に、IQMデータベースへの接続が確立されます。

High resolution QA Field

DID number here 30
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ データベース接続に成功したら、‘Start Test of Alarm Function’ ボタンをクリックし、表示される指示

に従ってクリニカルアラームテストを完了します。 

High resolution QA Field

DID number here 31
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

1. 測定準備、ウォームアップ

✓ IQM Detector と治療機へのネットワーク接続が自動的に確立されます。

✓ IQM Monitor アプリケーションの表示で、ステータスインジケータに黄色またはオレンジ色に

ハイライトされた項目がないことを確認します。

✓ 右図のように、ステータスが色で強調表示されていない場合、すべての接続は準備 完了です。

High resolution QA Field

DID number here

ステータスインジケータIQM Monitor Application
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

2. High resolution QA Field用プランの確認

✓ MOSAIQに下記のPatientが登録済みです。

ID: 07IQM 患者名（姓,名）：07IQM, Measurement

✓ 使用するField ID, MU： AGQA4, 3100MU

High resolution QA Field

DID number here
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

3. High resolution QA Field用プランの測定

✓ 測定する順番は右のExcel*に従ってください。

① ↓の順番で測定してください。

High resolution QA Fieldの測定の前後に必ずQuick beamにて,

20x20,200MUを測定してください。

＊測定の前後で、出力変動を定量化するためです。

High resolution QA Field

DID number here

IQM測定チェックシート

測定時刻を記録し、チェックシートとしてご使用ください。

Field IDにQuick Beamが表示される

＊ガントリー、コリメータが0度であることを確認してください。
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

3. High resolution QA Field用プランの測定

✓ 測定する順番は右のExcel*に従ってください。

① MOSAIQからField ID: AGQA4を選択し、照射してください

High resolution QA Field

DID number here

IQM測定チェックシート

測定時刻を記録し、チェックシートとしてご使用ください。

Field IDにAGQA4が表示される

＊ガントリー、コリメータが0度であることを確認してください。
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

3. High resolution QA Field用プランの測定

✓ 測定する順番は右のExcel*に従ってください。

② ①の一連の測定を同じエネルギーで続けて2回繰り返してください。

High resolution QA Field

DID number here

1
回
目

２
回
目

IQM測定チェックシート

測定時刻を記録し、チェックシートとしてご使用ください。
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• MOSAIQからHigh resolution QA Field用プランをクリニカルモードで照射し、

IQMで測定します。

4. 測定結果の確認

✓ 測定されたIQMのシグナル値は以下の.csvファイルを確認してください。

ファイルパス：C:¥IQM_Data¥Logs¥IQM.Monitor.MacineName.DetectorSN.YYYYMMDD

✓ 上記ファイルをご提出ください。

High resolution QA Field

DID number here 37

*測定日毎に上記csvファイルが作成されます。
*MacineNameとDetectorSNは施設毎に異なります。

例： IQM.Monitor.Versa.999999.20240101

Machine name

Detector SN

測定日



Hope for everyone 

dealing with cancer.
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